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2020 年に開催が予定されていた東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会（以下，東








た「I'm POSSIBLE」（I'm POSSIBLE 日本事務局， 2019），公益財団法人日本オリンピック委員
会が作成している「JOC の進めるオリンピック・ムーブメント」（公益財団法人日本オリンピッ
ク委員会，2014）や IOC が指導者向けに作成している「オリンピック価値教育の基礎」（公益財






用ホームページでは，都内全ての公立学校 2,300 校の幼児・児童・生徒 100 万人を対象とし，年
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2019 年末から日本国内に流行が始まった COVID-19 は，新規陽性者の増加と低下を繰り返し，





















A Survey and an Analysis of the Effects of the COVID-19 




























（3）2020 年 4 月から 2021 年 3 月までの間，運動不足を感じたか
「とても感じた」「少し感じた」「どちらかといえば感じた」「どちらかといえば感じなかった」「感
じなかった」「どちらでもない」で回答を求めた．これは，2020 年 4 月から 2021 年 3 月までの間，
運動不足を自覚していたかどうかを知ることが目的である．


























本設問では，2021 年 3 月時の生活状況について「送れている」「まあまあ送れている」「あまり
送れていない」「送れていない」「どちらともいえない」で回答を求めた．
（11）現在の健康状態について







回答者の総数は 219 名であった（表 1）．各学年の割合は，1年生 43%（94 名），2年生 30%（66 名），











また，2020 年 2 月から 2021 年 1 月に行われた「新型コロナウイルス感染拡大前後における種
目別運動・スポーツ実施率の調査」（2021，笹川スポーツ財団）によれば，この間に行われた運動は，
1 ウォーキング，2 散歩（ぶらぶら歩き），3 筋力トレーニング，4 ジョギング・ランニングとい






















があると回答した 94 人のうち 51 人に「気分の落ち込み」，29 人に「孤独感や孤立感」，55 人に「漠
然とした不安」が感じられていることがわかった．

























3 年生 27%（59 名）である（図 1）．また，男女別回答者の割合は，1 年生男子 9%（20 名），2 年
生男子 8%（18 名），3 年生男子 5%（11 名），1 年生女子 34%（74 名），2 年生女子 22%（48 名）， 
3 年生女子 22%（48 名）である（図 2）．この結果，男子の回答数が高いとは言えず，学年ごとで
は 3 年生男子が 5%（11 名）と少ないため，男女別学年ごとの傾向を把握することは難しいと判
断され，考察からは除外することとする．また，学科別回答者の割合は，教育学科 65%（142 名），









表３では，74%（219 人中 162 人）の学生が運動不足解消のために，意図的に行った運動があ
ると回答している．しかし，表 2 と表 3 の結果から，意図的に行った運動があるものの，それが










この結果から，「ネット動画によるダンス・ヨガ・ストレッチ等」が 162 人中 87 人と，最も多
く行われていたことがわかる．次いで，「ウォーキング」が 162 人中 86 人，「ジョギング」が
















表 7 では，2021 年 4 月からの対面授業に何らかの不安を感じているかという質問をした．78%
（219 人中 170 人）の学生が「とても感じている」「少し感じている」「どちらかといえば感じている」





この質問では，「2021 年 4 月からの対面授業に何らかの不安を感じているか」で「とても感じ
ている」「少し感じている」「どちらかといえば感じている」と回答した学生を対象に，どのよう
な不安を感じているのかを尋ねた．
その結果をまとめた表 8 では，170 人中 125 人の学生が「感染リスクに対する不安」と回答し
ており，最も多い不安要因となっている．次いで 170 人中 79 人の学生が「体力的な不安」と回
答している．この項目では，体力低下を感じている学生が全体の 90% に上ること（表 5）から，
それが対面授業に対する不安につながっていることが伺える．
また，「学修に対する不安」を感じている学生が 170 人中 72 人，「他者と関わることの不安（感
染リスク以外で）」を感じている学生は 170 人中 56 人いる．ここから，精神的な面での不安を抱
えている学生がいることがわかる．
3．2．8．現在，規則正しい生活を送ることができているか
ここでは，調査時（2021 年 3 月 2 日から 3 月 21 日）に規則正しい生活を送ることができてい






ここでは，調査時（2021 年 3 月 2 日から 3 月 21 日）の健康状態について質問をした．「特に問
題ない」と回答した学生は 125 人（全体の 57%）であった．さらに，回答者数 219 人のうち「特
に問題ない」と回答した 125 人を除いた 94 人が複数回答をしている．その結果，「身体がだるい」
と回答した学生は 94 人中 30 人（32%），「頭痛・肩こりがある」は 94 人中 48 人（51%），「気分
の落ち込みがある」は 94 人中 51 人（54%），「孤独感や孤立感を感じている」は 94 人中 29 人（30%），
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1．緒言
2019 年末から日本国内に流行が始まった COVID-19 は，新規陽性者の増加と低下を繰り返し，
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回答者の総数は 219 名であった（表 1）．各学年の割合は，1年生 43%（94 名），2年生 30%（66 名），











また，2020 年 2 月から 2021 年 1 月に行われた「新型コロナウイルス感染拡大前後における種
目別運動・スポーツ実施率の調査」（2021，笹川スポーツ財団）によれば，この間に行われた運動は，
1 ウォーキング，2 散歩（ぶらぶら歩き），3 筋力トレーニング，4 ジョギング・ランニングとい






















があると回答した 94 人のうち 51 人に「気分の落ち込み」，29 人に「孤独感や孤立感」，55 人に「漠
然とした不安」が感じられていることがわかった．

























3 年生 27%（59 名）である（図 1）．また，男女別回答者の割合は，1 年生男子 9%（20 名），2 年
生男子 8%（18 名），3 年生男子 5%（11 名），1 年生女子 34%（74 名），2 年生女子 22%（48 名）， 
3 年生女子 22%（48 名）である（図 2）．この結果，男子の回答数が高いとは言えず，学年ごとで
は 3 年生男子が 5%（11 名）と少ないため，男女別学年ごとの傾向を把握することは難しいと判
断され，考察からは除外することとする．また，学科別回答者の割合は，教育学科 65%（142 名），









表３では，74%（219 人中 162 人）の学生が運動不足解消のために，意図的に行った運動があ
ると回答している．しかし，表 2 と表 3 の結果から，意図的に行った運動があるものの，それが










この結果から，「ネット動画によるダンス・ヨガ・ストレッチ等」が 162 人中 87 人と，最も多
く行われていたことがわかる．次いで，「ウォーキング」が 162 人中 86 人，「ジョギング」が
















表 7 では，2021 年 4 月からの対面授業に何らかの不安を感じているかという質問をした．78%
（219 人中 170 人）の学生が「とても感じている」「少し感じている」「どちらかといえば感じている」
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答している．この項目では，体力低下を感じている学生が全体の 90% に上ること（表 5）から，
それが対面授業に対する不安につながっていることが伺える．
また，「学修に対する不安」を感じている学生が 170 人中 72 人，「他者と関わることの不安（感
染リスク以外で）」を感じている学生は 170 人中 56 人いる．ここから，精神的な面での不安を抱
えている学生がいることがわかる．
3．2．8．現在，規則正しい生活を送ることができているか
ここでは，調査時（2021 年 3 月 2 日から 3 月 21 日）に規則正しい生活を送ることができてい






ここでは，調査時（2021 年 3 月 2 日から 3 月 21 日）の健康状態について質問をした．「特に問
題ない」と回答した学生は 125 人（全体の 57%）であった．さらに，回答者数 219 人のうち「特
に問題ない」と回答した 125 人を除いた 94 人が複数回答をしている．その結果，「身体がだるい」
と回答した学生は 94 人中 30 人（32%），「頭痛・肩こりがある」は 94 人中 48 人（51%），「気分
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（219 人中 170 人）の学生が「とても感じている」「少し感じている」「どちらかといえば感じている」





この質問では，「2021 年 4 月からの対面授業に何らかの不安を感じているか」で「とても感じ
ている」「少し感じている」「どちらかといえば感じている」と回答した学生を対象に，どのよう
な不安を感じているのかを尋ねた．
その結果をまとめた表 8 では，170 人中 125 人の学生が「感染リスクに対する不安」と回答し
ており，最も多い不安要因となっている．次いで 170 人中 79 人の学生が「体力的な不安」と回
答している．この項目では，体力低下を感じている学生が全体の 90% に上ること（表 5）から，
それが対面授業に対する不安につながっていることが伺える．
また，「学修に対する不安」を感じている学生が 170 人中 72 人，「他者と関わることの不安（感
染リスク以外で）」を感じている学生は 170 人中 56 人いる．ここから，精神的な面での不安を抱
えている学生がいることがわかる．
3．2．8．現在，規則正しい生活を送ることができているか
ここでは，調査時（2021 年 3 月 2 日から 3 月 21 日）に規則正しい生活を送ることができてい






ここでは，調査時（2021 年 3 月 2 日から 3 月 21 日）の健康状態について質問をした．「特に問
題ない」と回答した学生は 125 人（全体の 57%）であった．さらに，回答者数 219 人のうち「特
に問題ない」と回答した 125 人を除いた 94 人が複数回答をしている．その結果，「身体がだるい」
と回答した学生は 94 人中 30 人（32%），「頭痛・肩こりがある」は 94 人中 48 人（51%），「気分
の落ち込みがある」は 94 人中 51 人（54%），「孤独感や孤立感を感じている」は 94 人中 29 人（30%），
COVID-19 流行による大学生の心身への影響に関する調査と考察（安達）
学年
全体
1年生
2年生
3年生
219
94
66
59
125
62
35
28
30
11
10
9
48
16
17
15
51
20
15
16
29
12
10
7
55
17
21
17
10
3
3
4
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